
�愛媛県告示第１１４０号
次の病院は、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）

第１条第１項の規定による救急病院である。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

名 称 所 在 地 開 設 者 名 認 定 の
有効期限

奥島病院 松山市道後町二丁目２番
１号 医療法人団伸会

平成２３年
８月１日
まで
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�愛媛県告示第１１４１号
大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号。以下「法」という。）

第５条第１項の規定による届出があったので、同条第３項の規定に

基づき、次のとおり告示する。

当該届出及び法第５条第２項の添付書類は、愛媛県経済労働部産

業支援局経営支援課及び南予地方局産業経済部産業振興課商工観光

室並びに宇和島市役所において告示の日から４月間縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 届出の概要

� 大規模小売店舗の名称及び所在地

ダイキ宇和島店

宇和島市保田字宮ノ段甲６７２番 外

� 大規模小売店舗を設置する者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては代表者の氏名

ダイキ株式会社

松山市美沢一丁目９番１号

代表取締役 佐藤 一郎

� 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び

住所並びに法人にあっては代表者の氏名

ダイキ株式会社

松山市美沢一丁目９番１号

代表取締役 佐藤 一郎

� 大規模小売店舗の新設をする日

平成２１年３月１６日

� 大規模小売店舗内の店舗面積の合計

５，５９３平方メートル

� 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

ア 駐車場の収容台数

３１３台

イ 駐輪場の収容台数

８９台

ウ 荷さばき施設の面積

８０．７平方メートル

エ 廃棄物等の保管施設の容量

２７．６０立法メートル

� 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

ア 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉

店時刻

開店時刻 午前７時 閉店時刻 午後９時

イ 来客が駐車場を利用することができる時間帯

午前６時４５分から午後９時１５分まで

ウ 駐車場の自動車の出入口の数

５箇所

エ 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯

午前６時から午後１０時まで

２ 届出年月日

平成２０年７月１５日

３ 意見書の提出

この告示に係る大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域

の生活環境の保持のため配慮すべき事項について意見を有する者

は、告示の日から４月以内に、愛媛県に次のとおり意見書を提出

することができる。

なお、提出された意見書は、その概要を告示するとともに、愛

媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び南予地方局産業経済部

産業振興課商工観光室並びに宇和島市役所において告示の日から

１月間縦覧に供する。

� 意見書に記載すべき事項

ア 提出者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表

者の氏名

イ 当該大規模小売店舗の名称

ウ 当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活

� 目 次 �
告 示

○ 救急病院の協力申出………………………………………………………８５８

○ 大規模小売店舗の新設の届出の概要等（２件）………………………８５８

○ 保安林予定森林にする旨の通知（２件）………………………………８５９

○ 漁業の免許…………………………………………………………………８６１

○ 漁業の許可又は起業の認可の申請期間…………………………………８６１

○ 瀬戸内海環境保全特別措置法第５条による特定施設の設置の許可

申請の概要…………………………………………………………………８６１

○ 瀬戸内海環境保全特別措置法第８条による特定施設の構造等の変

更の許可申請の概要………………………………………………………８６８

○ 市営土地改良事業の施行の同意（７件）………………………………８７８

○ 道路の供用開始（一般国道１９７号）……………………………………８７８

○ 道路の区域変更（県道瀬田八多喜停車場線）…………………………８７９

○ 道路の供用開始（ 〃 ）…………………………８７９

○ 落札者等の告示……………………………………………………………８７９

この県報に掲載される入札告示、落札者等の告示

及び入札公告は、ＷＴＯに基づく政府調達に関する

協定の適用を受けるものである。
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環境の保持のため配慮すべき事項についての意見

� 提出先

愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課
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�愛媛県告示第１１４２号
大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号。以下「法」という。）

第５条第１項の規定による届出があったので、同条第３項の規定に

基づき、次のとおり告示する。

当該届出及び法第５条第２項の添付書類は、愛媛県経済労働部産

業支援局経営支援課及び南予地方局産業経済部八幡浜支局商工観光

室並びに大洲市役所において告示の日から４月間縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 届出の概要

� 大規模小売店舗の名称及び所在地

ヤマダ電機テックランド大洲店

大洲市徳森字宮方３１９－１ 外

� 大規模小売店舗を設置する者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては代表者の氏名

株式会社ヤマダ電機

群馬県高崎市栄町１番１号

代表取締役 一宮 忠男

� 大規模小売店舗において小売業を行う者の氏名又は名称及び

住所並びに法人にあっては代表者の氏名

株式会社ヤマダ電機

群馬県高崎市栄町１番１号

代表取締役 一宮 忠男

� 大規模小売店舗の新設をする日

平成２１年３月１８日

� 大規模小売店舗内の店舗面積の合計

２，６８２．６０平方メートル

� 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

ア 駐車場の収容台数

１１８台

イ 駐輪場の収容台数

３３台

ウ 荷さばき施設の面積

８３．０平方メートル

エ 廃棄物等の保管施設の容量

３７．５０立法メートル

� 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

ア 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉

店時刻

開店時刻 午前１０時 閉店時刻 午後１０時

イ 来客が駐車場を利用することができる時間帯

午前９時３０分から午後１０時３０分まで

ウ 駐車場の自動車の出入口の数

２箇所

エ 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯

午前７時から午後１０時まで

２ 届出年月日

平成２０年７月１７日

３ 意見書の提出

この告示に係る大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域

の生活環境の保持のため配慮すべき事項について意見を有する者

は、告示の日から４月以内に、愛媛県に次のとおり意見書を提出

することができる。

なお、提出された意見書は、その概要を告示するとともに、愛

媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び南予地方局産業経済部

八幡浜支局商工観光室並びに大洲市役所において告示の日から１

月間縦覧に供する。

� 意見書に記載すべき事項

ア 提出者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表

者の氏名

イ 当該大規模小売店舗の名称

ウ 当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活

環境の保持のため配慮すべき事項についての意見

� 提出先

愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課

�������
�愛媛県告示第１１４３号
次の森林を保安林予定森林にする旨の通知を受けたから、森林法

（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により告示する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１� 保安林予定森林の所在場所

伊予市双海町串字引地甲１００５の１、乙４１８、乙４２０の５、字

大地ノソラ乙３８１の１、乙３８２、乙３８３の２、字小森乙４０４の

１、乙４０４の２、字小モリ向イ乙４１９の１、字大地ノ谷乙４２１

の１、字黒岩谷乙４２４の３

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字引地甲１００５の１・乙４１８・字小森乙４０４の１・字小モ

リ向イ乙４１９の１（以上４筆について次の図に示す部分に

限る。）、字小森乙４０４の２

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

２� 保安林予定森林の所在場所

伊予郡砥部町多居谷１２４３、１２４４、１２５１から１２５５まで、１２７５、

１２７６の１、１２７６の２、１２７７の１、１３６４、１３６５、１３６６の１

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

多居谷１２４３・１２５５・１２７５・１２７６の２・１２７７の１・１３６４・

１３６５・１３６６の１（以上８筆について次の図に示す部分に限

る。）、１２５３、１２５４

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号

８５９



� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

３� 保安林予定森林の所在場所

伊予郡砥部町中野川１２２７、１２２８、１２３４から１２３７まで

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

中野川１２２７・１２２８・１２３４から１２３７まで（以上６筆につい

て次の図に示す部分に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁並びに伊予市役所及び砥部町役場に備え置いて縦覧

に供する。）

�������
�愛媛県告示第１１４４号
次の森林を保安林予定森林にする旨の通知を受けたから、森林法

（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により告示する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１� 保安林予定森林の所在場所

松山市小野町乙１６の３、乙１６の４、乙９５の１、乙９５の２

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

小野町乙１６の３・乙１６の４（以上２筆について次の図に

示す部分に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

２� 保安林予定森林の所在場所

松山市川の郷町乙１５９の１、乙１６０、乙１６１の２、乙１６６の

１から乙１６６の３まで、乙１６７、乙１６８、乙１６９の１、乙１６９

の２

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

川の郷町乙１５９の１・乙１６０・乙１６７・乙１６８・乙１６９

の１（以上５筆について次の図に示す部分に限る。）

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

３� 保安林予定森林の所在場所

東温市則之内字比巴坂乙１３３４、乙１３３６から乙１３４０まで、乙１３

４２、乙１３４３、乙１３４５、乙１３４６、乙１３４８、乙１３４９、字北ノヲク丙

１７３の１、丙１７３の２、丙１７５の１、丙１７５の２、丙１７５の４、

丙１７５の７、丙１７９から丙１８３まで、丙１８５、丙１８６

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字比巴坂乙１３３４・乙１３３７・乙１３３９・乙１３４０・乙１３４２・乙

１３４６・字北ノヲク丙１７５の１・丙１７５の４・丙１７５の７・

丙１８１・丙１８５（以上１１筆について次の図に示す部分に限

る。）、字比巴坂乙１３３８、乙１３４３、乙１３４５、字北ノヲク丙

１８０

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

４� 保安林予定森林の所在場所

東温市河之内字小屋ノ谷甲４６３９、甲４６４０の１、甲４６４０の２、

甲４６４２、字西山乙１９７４の１、乙１９７６、乙１９８５の１０、乙１９８５の１２、

乙１９８５の１４、乙１９８５の１５、乙１９８５の１８

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字小屋ノ谷甲４６４０の２・甲４６４２・字西山乙１９７６・乙１９８５

の１４・乙１９８５の１５（以上５筆について次の図に示す部分に

限る。）、字小屋ノ谷甲４６３９、甲４６４０の１、字西山乙１９７４

の１

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号
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イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

５� 保安林予定森林の所在場所

東温市樋口字城ヶ谷乙１６５の１から乙１６５の３まで、乙１６５

の５、乙１６５の７、乙１６６の１、乙１６６の４、乙１６７の１、乙

１６８の１、乙１６８の２、乙１６９の１、乙１６９の２、乙１７０から

乙１７３まで、乙１７４の１、乙１７４の２、乙１７５の１、乙１７５の

２、乙１７６、乙１７７の１から乙１７７の３まで、乙１７８の１、乙

１７８の２、乙１８１の１、乙１８１の２、乙１８２の１、乙１８２の２、

乙１８３の１、乙１８４の１、乙１８４の２、乙１８６、乙１８７の１、

乙１８７の２、乙１８８の１、乙１８８の２、乙１９１の１、乙１９１の

２、乙１９２の１、乙１９２の２、乙１９３の１、乙１９３の２、乙１

９４の１、乙１９４の２、乙１９６、乙１９７、乙２０１、乙２０４、乙２

０８、乙２１２、乙２１３、乙２１５の１、乙２１５の２、乙２１６から乙

２１８まで、乙２２１、乙２２３、乙２２６、乙２２８、乙２３０、乙２３３、

乙２３９、乙２４０、乙２４２の１、乙２４２の２、乙２４６の１、乙２

４６の２、乙２４７、乙２５０の１、乙２６０、乙２６２、乙２６５、乙２

７０の１、乙２７０の２、乙２７７の１、乙２７７の２、乙２７７の４、

乙２７７の５、乙２７９の１、乙２７９の３から乙２７９の６まで、字

馬路ヶ谷乙２８０の１、乙２８０の２、乙２８１、乙２８２、乙２８４、

乙２８５、乙２８６の１から乙２８６の４まで、字所ヶ谷乙２６９

� 指定の目的

土砂の流出の防備

� 指定施業要件

ア 立木の伐採の方法

� 次の森林については、主伐は、択伐による。

字城ヶ谷乙１６７の１・乙１６８の１・乙１６９の２・字馬路

ヶ谷乙２８０の１・乙２８０の２・乙２８６の１（以上６筆につ

いて次の図に示す部分に限る。）、字城ヶ谷乙２８６の４

� その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

� 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の

所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期

齢以上のものとする。

� 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係

書類を愛媛県庁及び関係市役所に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第１１４６号
愛媛県漁業調整規則（昭和４３年愛媛県規則第２２号）第８条第２項

（同規則第２１条第３項において準用する場合を含む。）の規定に基

づき、瀬戸内海を操業区域とする小型機船底びき網漁業の許可又は

起業の認可を申請すべき期間を次のように定める。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

許可又は起業の認可を申請すべき期間

平成２０年８月５日から８月１９日まで

�������
�愛媛県告示第１１４７号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、今治保健所及び今治市

役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加戸 守行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

大和染工株式会社

今治市衣干町四丁目２番２５号

代表取締役 青野 茂則

２ 事業場の名称及び所在地

大和染工株式会社

今治市衣干町四丁目２番２５号

３ 特定施設に関する事項

� ３０㎏染色機（№５）

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり３０キログラム

設 置 年 月 日 昭和５５年６月

特定施設の使用時間間隔 間 歇

�愛媛県告示第１１４５号
漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１０条の規定に基づき、平成２０年８月１日次のように共同漁業及び区画漁業を免許した。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

免 許 番 号 漁 業 権 者 の 住 所 及 び 氏 名 免 許 の 内 容 漁 業 権 の 存 続 期 間

宇共第５３号 宇和島市蒋渕１１２２番地
蒋渕漁業協同組合

平成２０年３月２８日付け愛媛県
告示第５１７号のとおり

平成２０年８月１日から
平成２６年３月３１日まで

宇区第２５４号 宇和島市桝形町２丁目６番１１号
宇和島漁業協同組合 外５名 〃 〃

宇区第２５５号 〃
〃 外４名 〃 〃

宇区第２５６号 〃
〃 外１７名 〃 〃

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号
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特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ９１
最大 １００

濃厚廃液
通常 ３８０
最大 ４２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １３２
最大 １４８

濃厚廃液
通常 ４２０
最大 ４７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ８．５
最大 ９．５

濃厚廃液
通常 ３３
最大 ３８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ０．６
最大 ０．６

濃厚廃液
通常 １．０
最大 １．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ３１．０
最大 ３１．０

濃厚廃液
通常 ４．０
最大 ４．０

備考：№５（原料浸せき施設）を染色施設に用途変更。

� ４００㎏染色機（№１４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４００キログラム

設 置 年 月 日 昭和６１年２月

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ９６
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４３０
最大 ４８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５３
最大 ５９

濃厚廃液
通常 １９０
最大 ２２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ６．０
最大 ６．８

濃厚廃液
通常 ２４
最大 ２７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．２
最大 １．４

濃厚廃液
通常 ２．１
最大 ２．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ２９７．７
最大 ３７５．０

濃厚廃液
通常 ２．３
最大 ３．０

備考：№１４（原料浸せき施設）を染色施設に用途変更。

� ２００㎏糊抜き槽（№２３）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 リ のり抜き施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

設 置 年 月 日 昭和５５年６月

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８７
最大 ２１０

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３４０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５．２
最大 ５．８

濃厚廃液
通常 ２０
最大 ２３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．６
最大 １．８

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １５．０
最大 １５．０

濃厚廃液
通常 ３．０
最大 ３．０

備考：№２３（染色施設）をのり抜き施設に用途変更。

� ２００㎏糊抜き槽（№２４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 リ のり抜き施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号
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設 置 年 月 日 昭和５５年６月

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８７
最大 ２１０

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３４０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５．２
最大 ５．８

濃厚廃液
通常 ２０
最大 ２３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．６
最大 １．８

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １２．０
最大 １２．０

濃厚廃液
通常 ６．０
最大 ６．０

備考：№２４（染色施設）をのり抜き施設に用途変更。

� ２００㎏糊抜き槽（№２６）

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７．１
最大 ８．０

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．７
最大 １．９

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ５．０
最大 ５．０

濃厚廃液
通常 ５．０
最大 ５．０

備考：№２６（原料浸せき施設）をのり抜き施設に用途変更。

� ２００㎏糊抜き槽（№５５）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 リ のり抜き施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

設 置 年 月 日 平成１１年２月１２日

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８７
最大 ２１０

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３４０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５．２
最大 ５．８

濃厚廃液
通常 ２０
最大 ２３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．６
最大 １．８

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １２．０
最大 １２．０

濃厚廃液
通常 ６．０
最大 ６．０

備考：№５５（染色施設）をのり抜き施設に用途変更。

� ２００㎏糊抜き槽（№５６）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 リ のり抜き施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 リ のり抜き施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

設 置 年 月 日 昭和５５年６月

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８０
最大 ２００

濃厚廃液
通常 ７１０
最大 ８００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ３３０
最大 ３７０

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号
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設 置 年 月 日 平成１１年２月１２日

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ９時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８７
最大 ２１０

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３４０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５．２
最大 ５．８

濃厚廃液
通常 ２０
最大 ２３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．６
最大 １．８

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １５．０
最大 １５．０

濃厚廃液
通常 ３．０
最大 ３．０

備考：№５６（染色施設）をのり抜き施設に用途変更。

� １００㎏染色機（№６０）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり１００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ２１９
最大 ２５０

濃厚廃液
通常 １，０２０
最大 １，１４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２２０
最大 ２５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ８．５
最大 ９．５

濃厚廃液
通常 ３３
最大 ３８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．５

濃厚廃液
通常 ３．６
最大 ４．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ３３．３
最大 ３８．０

濃厚廃液
通常 １．７
最大 ２．０

� ５００㎏液流染色機（№６１）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり５００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ３時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １２２
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ５７０
最大 ６４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７．０
最大 ７．９

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．２
最大 ３．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ２７８．２
最大 ３０６．０

濃厚廃液
通常 ２１．８
最大 ２４．０

� ４５㎏染色機（№６２）
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特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４５キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 １２時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ９５
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４００
最大 ４５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７．２
最大 ８．１

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ２．０
最大 ２．２

濃厚廃液
通常 ３．４
最大 ３．８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 ３７．０
最大 ３７．０

濃厚廃液
通常 ３．０
最大 ３．０

� ２５㎏染色機（№６３）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２５キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 １２時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ２１３
最大 ２４０

濃厚廃液
通常 ９９０
最大 １，１２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７９
最大 ８９

濃厚廃液
通常 ２１０
最大 ２３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．９
最大 ２．１

濃厚廃液
通常 ３．１
最大 ３．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １１．４
最大 １１．４

濃厚廃液
通常 ０．６
最大 ０．６

� ５００㎏染色機（№６４）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり５００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ３時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 ２５５
最大 ２９０

濃厚廃液
通常 １，０９０
最大 １，２２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ９８
最大 １１１

濃厚廃液
通常 ２８０
最大 ３２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ８．１
最大 ９．１

濃厚廃液
通常 ３２
最大 ３６
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りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．１
最大 ３．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １６２．０
最大 ２００．０

濃厚廃液
通常 ８．０
最大 １０．０

� ４００㎏染色機（№６５）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり４００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 １４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １１６
最大 １３０

濃厚廃液
通常 ５３０
最大 ５９０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．７
最大 １．９

濃厚廃液
通常 ２．９
最大 ３．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １７８．３
最大 ２０２．０

濃厚廃液
通常 １．７
最大 ２．０

� 液流染色機（№６６）

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第１９号 ト 染色施設

特 定 施 設 の 能 力 １回あたり２００キログラム

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 間 歇

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常廃液
通常 １８７
最大 ２１０

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３４０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 ５．２
最大 ５．８

濃厚廃液
通常 ２０
最大 ２３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常廃液
通常 １．６
最大 １．８

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常廃液
通常 １５．２
最大 １５．２

濃厚廃液
通常 ４．８
最大 ４．８

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� №１排水処理施設

設 置 年 月 日 昭和５６年８月２５日

処 理 施 設 の 種 類 生物処理

処 理 施 設 の 型 式 活性汚泥処理、ｐＨ調整

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦１０メートル、横８０メートル、
高さ５．４５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり４，５００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 活性汚泥処理、ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に 項 目 処 理 前 処 理 後
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よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １６７

最大 １８８

通常 ４２

最大 ４７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ９７

最大 １１０

通常 １９

最大 ２２

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．３

最大 ９．４

通常 ５．４

最大 ６．１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．９

最大 ２．１

通常 １．８

最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４，０００

最大 ４，５００

通常 ４，０００

最大 ４，５００

� ｐＨ調整設備

設 置 年 月 日 平成１２年１０月１８日

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 ｐＨ調整

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦１０メートル、横１５メートル、
高さ ４メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり４，５００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ９．０～１０．０

最大 ９．０～１１．０

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １７２

最大 １９３

通常 １７２

最大 １９３

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０８

最大 １２２

通常 １０８

最大 １２２

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．６

最大 ９．６

通常 ８．６

最大 ９．６

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ２．２

通常 ２．０

最大 ２．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４，０００

最大 ４，５００

通常 ４，０００

最大 ４，５００

� オゾン接触反応槽（№１）

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 オゾン発生機 ＧＲ－ＲＧ２７

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦 ５メートル、横１０メートル、
高さ ４メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり３１７立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ９．０～１２．０

最大 ９．０～１２．０

通常 ９．０～１２．０

最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ７２１

最大 ８１０

通常 ６８５

最大 ７７０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２９５

最大 ３３１

通常 ２３６

最大 ２６５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２８

最大 ３２

通常 ２７

最大 ３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．２

最大 ３．６

通常 ３．２

最大 ３．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２８１．７

最大 ３１６．５

通常 ２８１．７

最大 ３１６．５

� オゾン接触反応槽（№２）

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに
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処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 廃オゾン水再利用

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 直径 ３メートル、長さ ４メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり２８１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 間歇

処理施設の１日当たりの使用
時間 １．５時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ９．０～１０．０

最大 ９．０～１１．０

通常 ９．０～１０．０

最大 ９．０～１１．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １７４

最大 １９６

通常 １３９

最大 １５７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １１０

最大 １２４

通常 ８２

最大 ９３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．７

最大 ９．８

通常 ６．９

最大 ７．８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ２．２

通常 ２．０

最大 ２．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２５０

最大 ２８１

通常 ２５０

最大 ２８１

� オゾン接触反応器

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 廃オゾンガス再利用

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦２．７メートル、横０．７メートル、
高さ０．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり２，５３１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 間歇

処理施設の１日当たりの使用
時間 １３．５時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４２

最大 ４７

通常 ４０

最大 ４５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １９

最大 ２２

通常 １９

最大 ２１

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．４

最大 ６．１

通常 ５．２

最大 ５．９

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．８

最大 ２．０

通常 １．８

最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，２５０

最大 ２，５３１

通常 ２，２５０

最大 ２，５３１

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

汚水等の汚

染状態の値

項 目

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４１

最大 ４６

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １９

最大 ２１

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．３

最大 ６．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．８

最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４，０００

最大 ４，５００

�������
�愛媛県告示第１１４８号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、今治保健所及び今治市役所において告示の日から３週間
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公衆の縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

大和染工株式会社

今治市衣干町四丁目２番２５号

代表取締役 青野 茂則

２ 事業場の名称及び所在地

大和染工株式会社

今治市衣干町四丁目２番２５号

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第１９

号ト及びリ

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の使用の方法、汚水等の処理の方法並びに排出水の汚

染状態及び量等の変更

５ 特定施設に関する事項

� ５００�高圧ビーム染色機（�１）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１，０００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
５，０００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １８８

最大 ２２０

通常廃液
通常 ２５５
最大 ２９０

濃厚廃液
通常 １，０９０
最大 １，２２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５６

最大 ９４

通常廃液
通常 ９８
最大 １１１

濃厚廃液
通常 ２８０
最大 ３２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．１

最大 ８．３

通常廃液
通常 ７．８
最大 ８．８

濃厚廃液
通常 ３１
最大 ３５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．５

最大 ６．１

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．１
最大 ３．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １７０

最大 ２１０

通常廃液
通常 １３３．６
最大 １６５．０

濃厚廃液
通常 ３６．４
最大 ４５．０

� １０㎏サンプル用染色機（№６～８）

変 更 前 変 更 後

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間 ２４時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１００キログラム

特定施設か

ら排出され

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７３

最大 ８４

通常廃液
通常 ９９
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４１０
最大 ４７０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７０

最大 ９０

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．２

最大 ５．８

通常廃液
通常 ５．６
最大 ６．３

濃厚廃液
通常 ２２
最大 ２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．３

最大 ３．６

通常廃液
通常 １．１
最大 １．２

濃厚廃液
通常 １．８
最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ６

通常廃液
通常 １．７
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．３
最大 ４．０

� １０㎏サンプル用染色機（№９）

変 更 前 変 更 後

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間 ２４時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７３

最大 ８４

通常廃液
通常 ９９
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４１０
最大 ４７０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７０

最大 ９０

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．２

最大 ５．８

通常廃液
通常 ５．７
最大 ６．４

濃厚廃液
通常 ２２
最大 ２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．３

最大 ３．６

通常廃液
通常 １．１
最大 １．２

濃厚廃液
通常 １．８
最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ６

通常廃液
通常 １．７
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．３
最大 ４．０

� １８０㎏チーズ染色機（№１０）

変 更 前 変 更 後

特定施設の１日当たりの使用
時間 １２時間 ２４時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
４５０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１，０８０キログラム
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特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ９０

最大 １１６

通常廃液
通常 １２２
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ５７０
最大 ６４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５５

最大 ９０

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．６

最大 ７．２

通常廃液
通常 ７．０
最大 ７．９

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．４

最大 ６．３

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．２
最大 ３．５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５０

最大 １６５

通常廃液
通常 １４０．２
最大 １５４．２

濃厚廃液
通常 ９．８
最大 １０．８

� ３６０㎏チーズ染色機（№１１）

変 更 前 変 更 後

特定施設の１日当たりの使用
時間 １３時間 ２４時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
９５０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
２，１６０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ８６

最大 １０７

通常廃液
通常 １１６
最大 １３０

濃厚廃液
通常 ５３０
最大 ５９０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５５

最大 ９０

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．１

最大 ７．８

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．２

最大 ５．８

通常廃液
通常 １．７
最大 １．９

濃厚廃液
通常 ２．９
最大 ３．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １８０

最大 ２０４

通常廃液
通常 １７４．８
最大 １９８．０

濃厚廃液
通常 ５．２
最大 ６．０

� １８０㎏高圧チーズ染色機（№１２、№１３）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１，１００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１，０８０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７０

最大 ７８

通常廃液
通常 ９５
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ３９０
最大 ４３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５５

最大 ９０

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．２

最大 ６．８

通常廃液
通常 ６．６
最大 ７．４

濃厚廃液
通常 ２６
最大 ２９

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．９

最大 ６．５

通常廃液
通常 ２．０
最大 ２．２

濃厚廃液
通常 ３．３
最大 ３．７

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３３６

最大 ３７８

通常廃液
通常 ３２６．４
最大 ３６７．２

濃厚廃液
通常 ９．６
最大 １０．８

� ９０㎏オーバーマイヤー染色機（№１６）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
３６０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
３６０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７５

最大 ８２

通常廃液
通常 １０２
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４１０
最大 ４６０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ７５

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２２０
最大 ２５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．５

最大 ７．２

通常廃液
通常 ７．０
最大 ７．９

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．７

最大 ７．４

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．５

濃厚廃液
通常 ３．７
最大 ４．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ７２

最大 ８０

通常廃液
通常 ６８．２
最大 ７５．７

濃厚廃液
通常 ３．８
最大 ４．３

� ４５㎏オーバーマイヤー染色機（№１７）

変 更 前 変 更 後
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１０５キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１８０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７０

最大 ８１

通常廃液
通常 ９５
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４００
最大 ４５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ８０

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．７

最大 ７．４

通常廃液
通常 ７．２
最大 ８．１

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．０

最大 ６．７

通常廃液
通常 ２．０
最大 ２．２

濃厚廃液
通常 ３．４
最大 ３．８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４０

最大 ４０

通常廃液
通常 ３６．０
最大 ３６．０

濃厚廃液
通常 ４．０
最大 ４．０

� ４５㎏オーバーマイヤー染色機（№１８、№１９）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１０５キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１８０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ７０

最大 ８１

通常廃液
通常 ９５
最大 １１０

濃厚廃液
通常 ４００
最大 ４５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ８０

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．７

最大 ７．４

通常廃液
通常 ７．２
最大 ８．１

濃厚廃液
通常 ２８
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．０

最大 ６．７

通常廃液
通常 ２．０
最大 ２．２

濃厚廃液
通常 ３．４
最大 ３．８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４０

最大 ４０

通常廃液
通常 ３７．２
最大 ３７．２

濃厚廃液
通常 ２．８
最大 ２．８

� ２５㎏オーバーマイヤー染色機（№２０）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
１００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １５７

最大 ２０１

通常廃液
通常 ２１３
最大 ２４０

濃厚廃液
通常 ９９０
最大 １，１２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４５

最大 ７０

通常廃液
通常 ７９
最大 ８９

濃厚廃液
通常 ２１０
最大 ２３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．０

最大 ７．８

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．６

最大 ６．１

通常廃液
通常 １．９
最大 ２．１

濃厚廃液
通常 ３．１
最大 ３．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６

最大 ６

通常廃液
通常 ２．０
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ４．０
最大 ４．０

� ２５㎏オーバーマイヤー染色機（№２１）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
１００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １５７

最大 ２０１

通常廃液
通常 ２１３
最大 ２４０

濃厚廃液
通常 ９９０
最大 １，１２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４５

最大 ７０

通常廃液
通常 ７９
最大 ８９

濃厚廃液
通常 ２１０
最大 ２３０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．０

最大 ７．８

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．６

最大 ６．１

通常廃液
通常 １．９
最大 ２．１

濃厚廃液
通常 ３．１
最大 ３．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６

最大 ６

通常廃液
通常 ５．０
最大 ５．０

濃厚廃液
通常 １．０
最大 １．０

� １０㎏オーバーマイヤー染色機（№２２）

変 更 前 変 更 後
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
４０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
４０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １３３

最大 １６１

通常廃液
通常 １８０
最大 ２００

濃厚廃液
通常 ８００
最大 ８９０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４５

最大 ６５

通常廃液
通常 ７９
最大 ８９

濃厚廃液
通常 １９０
最大 ２２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．９

最大 ７．６

通常廃液
通常 ７．４
最大 ８．３

濃厚廃液
通常 ２９
最大 ３３

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．３

最大 ５．９

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．０
最大 ３．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４

最大 ４

通常廃液
通常 ３．２
最大 ３．２

濃厚廃液
通常 ０．８
最大 ０．８

� ４５０㎏高圧チーズ染色機（№２８）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
７２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
２，２５０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １００

最大 １３７

通常廃液
通常 １３５
最大 １５０

濃厚廃液
通常 ６８０
最大 ７６０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 １０１

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ３００
最大 ３４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．４

最大 ８．３

通常廃液
通常 ８．１
最大 ９．１

濃厚廃液
通常 ３２
最大 ３６

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．８

最大 ６．５

通常廃液
通常 １．９
最大 ２．２

濃厚廃液
通常 ３．３
最大 ３．７

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２９０

最大 ３３０

通常廃液
通常 ２８５．７
最大 ３２５．０

濃厚廃液
通常 ４．３
最大 ５．０

� １００㎏オーバーマイヤー染色機（№２９～３１）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
９００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
５００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １６２

最大 ２０６

通常廃液
通常 ２１９
最大 ２５０

濃厚廃液
通常 １，０２０
最大 １，１４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ７５

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２２０
最大 ２５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．６

最大 ８．７

通常廃液
通常 ８．５
最大 ９．５

濃厚廃液
通常 ３３
最大 ３８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．６

最大 ７．１

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．５

濃厚廃液
通常 ３．６
最大 ４．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １７．５

最大 ２０

通常廃液
通常 １３．２
最大 １５．０

濃厚廃液
通常 ４．３
最大 ５．０

� ３０㎏高圧チーズ染色機（№４２）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
９０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ８０

最大 ９５

通常廃液
通常 １０８
最大 １２０

濃厚廃液
通常 ４７０
最大 ５３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５７

最大 ９１

通常廃液
通常 １００
最大 １１３

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３１０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．９

最大 ６．８

通常廃液
通常 ６．６
最大 ７．４

濃厚廃液
通常 ２６
最大 ２９

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．８

最大 ７．７

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．５

濃厚廃液
通常 ３．９
最大 ４．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １０．５

最大 １３．５

通常廃液
通常 １０．７
最大 １２．０

濃厚廃液
通常 １．３
最大 １．５

� ４５㎏高圧チーズ染色機（№４３）

変 更 前 変 更 後

愛 媛 県 報平成２０年８月５日 第１９８７号
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１８０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１３５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ８８

最大 １０５

通常廃液
通常 １１９
最大 １３０

濃厚廃液
通常 ５２０
最大 ５８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５８

最大 ９２

通常廃液
通常 １０２
最大 １１４

濃厚廃液
通常 ２７０
最大 ３１０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．２

最大 ７．５

通常廃液
通常 ７．３
最大 ８．２

濃厚廃液
通常 ２９
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．１

最大 ７．９

通常廃液
通常 ２．３
最大 ２．６

濃厚廃液
通常 ４．０
最大 ４．４

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １３．５

最大 １６．５

通常廃液
通常 １３．０
最大 １４．３

濃厚廃液
通常 ２．０
最大 ２．２

� ２２．５㎏高圧チーズ染色機（№４４）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１３５キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
６７．５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ９５

最大 １０４

通常廃液
通常 １２９
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ５１０
最大 ５８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８１

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．５

最大 ６．５

通常廃液
通常 ６．３
最大 ７．１

濃厚廃液
通常 ２５
最大 ２８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．２

最大 ７．５

通常廃液
通常 ２．１
最大 ２．３

濃厚廃液
通常 ３．８
最大 ４．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９

最大 １２

通常廃液
通常 ５．７
最大 ９．０

濃厚廃液
通常 １．８
最大 ３．０

� ２２．５㎏高圧チーズ染色機（№４５）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１３５キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
６７．５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ９５

最大 １０４

通常廃液
通常 １２９
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ５１０
最大 ５８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８１

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．５

最大 ６．５

通常廃液
通常 ６．３
最大 ７．１

濃厚廃液
通常 ２５
最大 ２８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．２

最大 ７．５

通常廃液
通常 ２．１
最大 ２．３

濃厚廃液
通常 ３．８
最大 ４．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９

最大 １２

通常廃液
通常 ６．６
最大 １０．５

濃厚廃液
通常 ０．９
最大 １．５

� ５㎏サンプル用高圧チーズ染色機（№４６）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１５キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
１５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ６７

最大 ８０

通常廃液
通常 ９１
最大 １００

濃厚廃液
通常 ４００
最大 ４４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５２

最大 ８２

通常廃液
通常 ９１
最大 １０３

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．７

最大 ６．３

通常廃液
通常 ６．１
最大 ６．９

濃厚廃液
通常 ２４
最大 ２７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．２

最大 ５．７

通常廃液
通常 １．７
最大 １．９

濃厚廃液
通常 ２．９
最大 ３．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．５

最大 ４．５

通常廃液
通常 １．３
最大 ３．８

濃厚廃液
通常 ０．２
最大 ０．７

� １０㎏サンプル用高圧チーズ染色機（№４７）

変 更 前 変 更 後
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
３０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
３０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ９９

最大 １１４

通常廃液
通常 １３４
最大 １５０

濃厚廃液
通常 ５６０
最大 ６３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８０

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２４０
最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．８

最大 ６．５

通常廃液
通常 ６．３
最大 ７．１

濃厚廃液
通常 ２５
最大 ２８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．３

最大 ５．９

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．０
最大 ３．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４．５

最大 ７．５

通常廃液
通常 ２．７
最大 ４．５

濃厚廃液
通常 １．８
最大 ３．０

� ５４０㎏高圧チーズ染色機（№４８）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
４，３２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
２，７００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １１０

最大 １３１

通常廃液
通常 １４９
最大 １７０

濃厚廃液
通常 ６５０
最大 ７３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７１

最大 １２５

通常廃液
通常 １２５
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ３７０
最大 ４２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．９

最大 ７．８

通常廃液
通常 ７．６
最大 ８．５

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．４

最大 ７．５

通常廃液
通常 ２．１
最大 ２．４

濃厚廃液
通常 ３．８
最大 ４．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２０４

最大 ２１６

通常廃液
通常 ３１４．５
最大 ３３３．０

濃厚廃液
通常 ２５．５
最大 ２７．０

� ５４０㎏高圧チーズ染色機（№４９）

変 更 前 変 更 後

� ２２５㎏高圧チーズ染色機（№５０）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１，８００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
６７５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １１１

最大 １２７

通常廃液
通常 １５０
最大 １７０

濃厚廃液
通常 ６３０
最大 ７１０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７２

最大 １１６

通常廃液
通常 １２６
最大 １４２

濃厚廃液
通常 ３５０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．７

最大 ７．５

通常廃液
通常 ７．３
最大 ８．２

濃厚廃液
通常 ２９
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．５

最大 ７．０

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．４

濃厚廃液
通常 ３．５
最大 ３．９

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９６

最大 １０５

通常廃液
通常 ９３．３
最大 １０２．０

濃厚廃液
通常 ２．７
最大 ３．０

� ２２５㎏高圧チーズ染色機（№５１）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
４，３２０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
３，２４０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １１０

最大 １３１

通常廃液
通常 １４９
最大 １７０

濃厚廃液
通常 ６５０
最大 ７３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７１

最大 １２５

通常廃液
通常 １２５
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ３７０
最大 ４２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．９

最大 ７．８

通常廃液
通常 ９．０
最大 １０．２

濃厚廃液
通常 ３０
最大 ３４

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．４

最大 ７．５

通常廃液
通常 ２．１
最大 ２．４

濃厚廃液
通常 ３．８
最大 ４．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２０４

最大 ２１６

通常廃液
通常 ３７７．４
最大 ３９９．６

濃厚廃液
通常 ３０．６
最大 ３２．４
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
１，８００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
６７５キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １１１

最大 １２７

通常廃液
通常 １５０
最大 １７０

濃厚廃液
通常 ６３０
最大 ７１０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７２

最大 １１６

通常廃液
通常 １２６
最大 １４２

濃厚廃液
通常 ３５０
最大 ３９０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．７

最大 ７．５

通常廃液
通常 ７．３
最大 ８．２

濃厚廃液
通常 ２９
最大 ３２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．５

最大 ７．０

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．４

濃厚廃液
通常 ３．５
最大 ３．９

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９６

最大 １０５

通常廃液
通常 ８８．４
最大 ９６．６

濃厚廃液
通常 ７．６
最大 ８．４

� ９０㎏高圧チーズ染色機（№５２）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
３６０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
３６０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～１１．０

最大 ５．８～１２．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 ９２

最大 １１９

通常廃液
通常 １２５
最大 １４０

濃厚廃液
通常 ５９０
最大 ６６０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８８

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２６０
最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．１

最大 ７．１

通常廃液
通常 ６．９
最大 ７．８

濃厚廃液
通常 ２７
最大 ３１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．４

最大 ６．４

通常廃液
通常 １．８
最大 ２．０

濃厚廃液
通常 ３．２
最大 ３．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４８

最大 ６６

通常廃液
通常 ４４．６
最大 ６１．２

濃厚廃液
通常 ３．４
最大 ４．８

� １００㎏オーバーマイヤー染色機（№５３）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

綿糸・染料・工業
薬品
３００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
５００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １６２

最大 ２０６

通常廃液
通常 ２１９
最大 ２５０

濃厚廃液
通常 １，０２０
最大 １，１４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ７５

通常廃液
通常 ８８
最大 ９９

濃厚廃液
通常 ２２０
最大 ２５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７．６

最大 ８．７

通常廃液
通常 ８．５
最大 ９．５

濃厚廃液
通常 ３３
最大 ３８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．６

最大 ７．１

通常廃液
通常 ２．２
最大 ２．５

濃厚廃液
通常 ３．６
最大 ４．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １７．５

最大 ２０

通常廃液
通常 １３．２
最大 １５．０

濃厚廃液
通常 ４．３
最大 ５．０

� ２００㎏高圧液流染色機（№５４）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
４００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
４００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １３２

最大 １９４

通常廃液
通常 １７９
最大 ２００

濃厚廃液
通常 ９６０
最大 １，０８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ７０

最大 １１０

通常廃液
通常 １２３
最大 １３８

濃厚廃液
通常 ３３０
最大 ３７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．５

最大 ４．９

通常廃液
通常 ４．８
最大 ５．４

濃厚廃液
通常 １９
最大 ２１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．６

最大 ５．２

通常廃液
通常 １．５
最大 １．７

濃厚廃液
通常 ２．６
最大 ２．９

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １４

最大 １４

通常廃液
通常 ９．６
最大 ９．６

濃厚廃液
通常 ４．４
最大 ４．４

� １００㎏高圧液流染色機（№５８）

変 更 前 変 更 後
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原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
２００キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
２００キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １１８

最大 １６２

通常廃液
通常 １６０
最大 １８０

濃厚廃液
通常 ８００
最大 ９００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 １００

通常廃液
通常 １０５
最大 １１８

濃厚廃液
通常 ３００
最大 ３４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．２

最大 ４．６

通常廃液
通常 ４．５
最大 ５．０

濃厚廃液
通常 １８
最大 ２０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．９

最大 ４．６

通常廃液
通常 １．３
最大 １．５

濃厚廃液
通常 ２．３
最大 ２．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １２

最大 １２

通常廃液
通常 ８．４
最大 ８．４

濃厚廃液
通常 ３．６
最大 ３．６

� 連続染色機（№５９）

変 更 前 変 更 後

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

タオル・染料・工
業薬品
３４０キログラム

タオル・原糸・染
料・工業薬品
３４０キログラム

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～９．０

最大 ５．８～９．０

通常廃液
通常 ５．８～９．０
最大 ５．８～９．０

濃厚廃液
通常 ９．０～１２．０
最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミ リ グ ラ
ム）

通常 １２６

最大 １４７

通常廃液
通常 １７１
最大 １９０

濃厚廃液
通常 ７３０
最大 ８２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５５

最大 ９５

通常廃液
通常 ９７
最大 １０９

濃厚廃液
通常 ２８０
最大 ３２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．３

最大 ４．８

通常廃液
通常 ４．７
最大 ５．２

濃厚廃液
通常 １８
最大 ２１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．０

最大 ４．６

通常廃液
通常 １．３
最大 １．５

濃厚廃液
通常 ２．３
最大 ２．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １

最大 １

通常廃液
通常 ０．５
最大 ０．５

濃厚廃液
通常 ０．５
最大 ０．５

６ 汚水等の処理施設に関する事項

� №１排水処理施設

変 更 前 変 更 後

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処理前 処理後 処理前 処理後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
５．８～１１．０
最大

５．８～１２．０

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６

通常
６．０～８．０
最大

５．８～８．６

通常
６．０～８．０
最大

５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
１００
最大
１２０

通常
４８
最大
６０

通常
１６７
最大
１８８

通常
４２
最大
４７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
６２
最大
１０１

通常
２５
最大
３４

通常
９７
最大
１１０

通常
１９
最大
２２

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
６．５
最大
７．２

通常
６．２
最大
６．８

通常
８．３
最大
９．４

通常
５．４
最大
６．１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
５．６
最大
６．３

通常
５．３
最大
６．０

通常
１．９
最大
２．１

通常
１．８
最大
２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
３，５００
最大
３，９００

通常
３，５００
最大
３，９００

通常
４，０００
最大
４，５００

通常
４，０００
最大
４，５００

� ｐＨ調整設備

変 更 前 変 更 後

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス３０４製 鉄筋コンクリート
製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法
縦 １メートル
横 １メートル
高さ０．６メートル

縦１０メートル
横１５メートル
高さ ４メートル

汚 水 等 の 処 理 の 方 式
フィードバック制
御によるｐＨ制御
システム

ｐＨ調整

処理施設に
よる処理前
及び処理後
の汚水等の
汚染状態の
値

項 目 処理前 処理後 処理前 処理後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
５．８～１１．０
最大

５．８～１２．０

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６

通常
９．０～１０．０
最大

９．０～１１．０

通常
６．０～８．０
最大

５．８～８．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
３，５００
最大
３，９００

通常
３，５００
最大
３，９００

通常
４，０００
最大
４，５００

通常
４，０００
最大
４，５００

� オゾン接触反応槽（№１）

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 ＧＲ－ＲＧ２７

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦 ５メートル 横１０メートル
高さ ４メートル
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処 理 施 設 の 能 力 １日当たり３１７立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ９．０～１２．０

最大 ９．０～１２．０

通常 ９．０～１２．０

最大 ９．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ７２１

最大 ８１０

通常 ６８５

最大 ７７０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２９５

最大 ３３１

通常 ２３６

最大 ２６５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２８

最大 ３２

通常 ２７

最大 ３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．２

最大 ３．６

通常 ３．２

最大 ３．６

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２８１．７

最大 ３１６．５

通常 ２８１．７

最大 ３１６．５

� オゾン接触反応槽（№２）

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 廃オゾン水再利用

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 直径 ３メートル 長さ ４メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり２８１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 間 歇

処理施設の１日当たりの使用
時間 １．５時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に 項 目 処 理 前 処 理 後

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ９．０～１０．０

最大 ９．０～１１．０

通常 ９．０～１０．０

最大 ９．０～１１．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １７４

最大 １９６

通常 １３９

最大 １５７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １１０

最大 １２４

通常 ８２

最大 ９３

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８．７

最大 ９．８

通常 ６．９

最大 ７．８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ２．２

通常 ２．０

最大 ２．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２５０

最大 ２８１

通常 ２５０

最大 ２８１

� オゾン接触反応器

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１ヶ月

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 廃オゾンガス再利用

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦２．７メートル 横０．７メートル
高さ０．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり２，５３１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 オゾン処理

処理施設の使用時間間隔 間 歇

処理施設の１日当たりの使用
時間 １３．５時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４２

最大 ４７

通常 ４０

最大 ４５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １９

最大 ２２

通常 １９

最大 ２１

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．４

最大 ６．１

通常 ５．２

最大 ５．９
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りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．８

最大 ２．０

通常 １．８

最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，２５０

最大 ２，５３１

通常 ２，２５０

最大 ２，５３１

７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

� №１排水口

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ６．０～８．０

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４８

最大 ６０

通常 ４１

最大 ４６

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ３４

通常 １９

最大 ２１

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６．２

最大 ６．８

通常 ５．３

最大 ６．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．３

最大 ６．０

通常 １．８

最大 ２．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３，５００

最大 ３，９００

通常 ４，０００

最大 ４，５００

�������
�愛媛県告示第１１４９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（農道）・法界寺地区）の施行に平成２０年７月２４日同意し

た。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５０号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（農道）・桂地区）の施行に平成２０年７月２４日同意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（かんがい排水）・三反地地区）の施行に平成２０年７月２４

日同意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５２号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（かんがい排水）・長谷地区）の施行に平成２０年７月２４日

同意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５３号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（農道）・寺男地区）の施行に平成２０年７月２４日同意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（農道）・御池地区）の施行に平成２０年７月２４日同意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�������
�愛媛県告示第１１５５号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の２第１項の規定に

より、今治市から協議のあった市営土地改良事業（県単独補助土地

改良事業（農道）・とびがらす地区）の施行に平成２０年７月２４日同

意した。

平成２０年８月５日

愛媛県東予地方局長 長谷川 寿

�愛媛県告示第１１５６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行
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�愛媛県告示第１１５７号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１１５８号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１１５９号
次のとおり落札者を決定した。

平成２０年８月５日

愛媛県知事 加 戸 守 行

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

国 道 １９７号
大洲市肱川町宇和川３７５８番から

同市肱川町宇和川４２８５番２まで
平成２０年８月５日

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 瀬田八多喜停車場線
大洲市上須戒丙２１番１６から

同市上須戒甲１４番５まで

旧 ４．４～７．２ ０．１５５

新 ９．４～１４．４ ０．１５５

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 瀬田八多喜停車場線
大洲市上須戒丙２１番１６から

同市上須戒甲１４番５まで
平成２０年８月５日

落札に係る物品等の名称及び数量
契約に関する事務
を担当する機関の
名称及び所在地

落札者を決定した日 落札者の氏名及び住所 落札金額 契約の相手方を
決定した手続 入 札 公 告 日

県立学校校内ＬＡＮ用端末機の借入
れ 一式

愛媛県教育委員会
事務局指導部高校
教育課
愛媛県松山市一番
町四丁目４番地２

平成２０年７月１６日
日本電子計算機株式会
社
東京都千代田区丸の内
三丁目４番１号

７，０７０，７００円
（月額） 一般競争入札 平成２０年５月２０日

平成２０年８月５日 発行
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